
　

東
近
江
市
の
創
業
支
援
の
取
組

を
、
本
市
で
中
小
企
業
の
サ
ポ‒

 

ト
業
務
を
さ
れ
て
い
る
寶
園
純
一

さ
ん
に
紹
介
し
ま
し
た
。
寶
園
さ

ん
は
、「
霧
島
市
で
も
有
効
な
政

策
で
す
。
地
方
で
創
業
し
、
新
規

事
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
は

簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
顧

客
に
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な

り
、
行
政
の
後
ろ
盾
で
信
頼
感
も

得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
市
議
会

に
は
、
こ
れ
か
ら
も
他
地
域
の
よ

い
取
組
は
積
極
的
に
調
査
研
究

し
、
そ
の
情
報
を
市
民
に
届
け
て

ほ
し
い
。」
と
期
待
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

議
員
に
は
、
市
長
に
対
し
て
政

策
を
提
案
す
る
一
般
質
問
の
機
会

が
あ
り
ま
す
。
令
和
５
年
６
月
議

会
で
は
、
３
名
の
議
員
が
、
行
政

視
察
や
所
管
事
務
調
査
で
得
ら
れ

た
情
報
や
、
気
づ
き
を
踏
ま
え
た

一
般
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

　

「
議
員
と
語
ろ
か
い
」
の
テ
ー

マ
選
定
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政

視
察
や
所
管
事
務
調
査
等
を
も

と
に
、
委
員
間
で
話
し
合
い
決

定
し
ま
す
。
令
和
５
年
11
月
に

開
催
予
定
の
語
ろ
か
い
で
は
、

滋
賀
県
長
浜
市
で
視
察
し
た
「
多

文
化
共
生
」
を
テ
ー
マ
に
設
定
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
計
画
的
な
委
員
会

の
運
営
を
通
し
て
、
さ
ら
に
議
論

を
深
め
、
よ
り
良
い
霧
島
市
の
発

展
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

で
あ
る
京
都
府
東
近
江
市
で

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
ボ
ン

ド

(

Ｓ
Ｉ
Ｂ)

」
制
度
を
調
査
。

意
欲
的
に
新
規
事
業
を
実
施
す
る

市
民
を
応
援
す
る
仕
組
が
高
い
効

果
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
滋
賀
県
長
浜
市
で
は
、

効
率
的
な
行
財
政
運
営
や
多
文

化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を
調
査
。

積
極
的
な
基
金
運
用
を
行
う
中
長

期
的
な
行
財
政
運
営
の
取
組
や
、

高
い
自
治
会
加
入
率
の
状
況
、
外

国
人
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

画
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

愛
知
県
豊
田
市
で
は
、
債
権
の

徴
収
一
元
化
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。
他
市
と
の
比
較
を
通
し
、
本

市
の
現
状
を
、
客
観
的
に
把
握
で

き
ま
し
た
。

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
市

民
の
暮
ら
し
や
児
童
・
高
齢
者
・

障
害
者
の
福
祉
、
医
療
、
小
・
中

学
校
の
義
務
教
育
、
社
会
教
育
、

社
会
体
育
な
ど
に
関
す
る
こ
と
を

審
査
・
調
査
す
る
委
員
会
で
、
令

和
５
年
７
月
現
在
、
７
名
の
委
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

所
管
事
務
調
査
で
は
、
主
に
閉

会
中
に
、
常
任
委
員
会
が
自
主
的

に
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
、
市
民
が
望
む
市
政
に

な
る
よ
う
提
案
を
行
い
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
閉
会
後
、
委
員
の

提
案
に
よ
り
市
内
で
の
事
業
継
続

に
課
題
が
生
じ
て
い
る
「
産
後
ケ

ア
事
業
」
に
つ
い
て
調
査
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
は
、「
産
前
産
後

の
実
情
に
つ
い
て
よ
く
知
り
た

次
の
ペ
ー
ジ
は

特
集
　
委
員
会
業
務  

徹
底
解
剖
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次
の
ペ
ー
ジ
は

0405

い
」
と
い
う
委
員
の
希
望
で
、
事

前
に
自
主
勉
強
会
を
企
画
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
産
後
ケ
ア
事
業

の
基
本
的
な
情
報
や
市
内
の
母
親

た
ち
の
現
状
、
国
の
方
向
性
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
や
法
的
な
背

景
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

現
地
調
査
で
は
、
利
用
者
の
産

後
の
生
活
や
体
験
談
を
は
じ
め
、

ケ
ア
を
受
け
た
理
由
、
逆
に
受
け

な
か
っ
た
理
由
な
ど
、
利
用
者
目

線
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

２
か
所
の
事
業
者
の
調
査
で

は
、
訪
問
ケ
ア
・
日
帰
り
ケ
ア
・

宿
泊
ケ
ア
の
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
つ
い
て
、
現
状
や
資
金

繰
り
、
人
材
確
保
な
ど
、
経
営
上

の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
も
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

　

現
地
調
査
を
も
と
に
、
保
健
福

祉
部
の
担
当
課
に
対
し
て
質
疑
を

行
い
、
解
決
す
べ
き
課
題
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、

母
子
の
す
こ
や
か
な
産
後
を
第
一

に
、
事
業
者
側
と
の
事
前
調
整
を

し
っ
か
り
行
う
よ
う
求
め
る
こ
と

な
ど
の
意
見
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
を
経
て
、
６
月

の
定
例
会
で
、
産
後
ケ
ア
事
業
の

改
善
を
求
め
る
提
言
を
含
め
た

委
員
長
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

チ
ー
ム
で
動
く
、
閉
会

中
の
調
査

事
前
勉
強
会
で
情
報
共
有

調
査
後
の
話
し
合
い
で
、

課
題
を
ま
と
め
、
本
会
議

で
提
言

当
事
者
・
事
業
者
の

意
見
を
聞
く

所
管
事
務
調
査
で
産
後
ケ
ア
事
業
の
改
善
へ
︵文
教
厚
生
常
任
委
員
会
︶

　

総
務
環
境
常
任
委
員
会
は
市

民
生
活
に
最
も
身
近
な
政
策
や
課

題
を
所
管
し
て
い
ま
す
。
地
球
温

暖
化
対
策
や
、
ご
み
処
理
等
の
課

題
、
防
犯
防
災
、
財
政
、
税
収
、

人
事
な
ど
の
総
務
関
係
の
審
査
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
７
月
現
在
、
９
名
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
以
外
の
取
組
状
況
を
調
査

研
究
す
る
た
め
、
年
一
回
、
他
市

へ
の
視
察
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

視
察
先
の
選
定
は
、
事
前
に
委
員

同
士
で
話
し
合
い
、
本
市
が
抱
え

る
地
域
課
題
に
関
す
る
こ
と
や
、

今
後
の
本
市
に
と
っ
て
有
効
な
政

策
で
あ
る
か
と
い
う
視
点
を
考
慮

し
て
決
定
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
５
月
に
行
っ
た
行
政

視
察
で
は
、
３
つ
の
自
治
体
を
訪

問
し
、
行
政
や
民
間
団
体
に
対
し

て
、
取
組
に
関
す
る
調
査
研
究
を

行
い
ま
し
た
。

　

市
民
活
動
支
援
の
先
進
的
な
取

組
と
し
て
、
近
江
商
人
発
祥
の
地

一
般
質
問
や
「
議
員
と

語
ろ
か
い
」
に
活
か
す

委
員
会
活
動

市
民
事
例
を
紹
介

行
政
視
察
で
先
進
事
例

を
学
ぶ

市
民
の
利
益
を
最
優
先
し
つ
つ
健
全
財
政
へ
︵総
務
環
境
常
任
委
員
会
︶

東近江市での視察風景

寶園  純一さん

ほ
う 

ぞ
の

当事者と情報交換産後ケア施設（牧園）

産後ケア施設（隼人）質疑の様子


